
評価項目検証のためのデータ収集について（案） 

「みどり」の効果 泉佐野丘陵緑地にお
ける４つの理念 

評価の種類 評価項目・手法（指標） 収集データ 

存在効果 ・都市環境の保全 
 
・都市景観の形成 
 
・生物多様性の確保 
 
・都市防災機能の向上 
 

・「景観」に配慮 ・定量的評価 ・保全、再生樹林の推移    等 ・定点観測による面積 等 

・定性的評価 ・「景観」に関する来園者の認識度 
・運営審議会による評価 

・アンケートによる調査 

・「環境」に配慮 
 

・定量的評価 ・動植物数の増減 
・環境に配慮した材料工法状況 等 

・種、個体数 
・実施の有無     等 

・定性的評価 ・「環境」に関する来園者の認識度 
・運営審議会による評価 

・アンケートによる調査 
 

利用効果  
・レクリエーション 
 
 
 
 
・教育 
 
・商業、観光 
 
・文化、交流 
 
・福祉 
 
・安心 

 
 
・「みんなでつくる」 
 ～シナリオ型公園づ
くり～ 
 

・定量的評価 ・府民（パーククラブ）の参画数 
・企業の参画数 
・研修、視察等 利用    の推移 

・来園者数、パーククラブ、
各種プログラム、研修にお
ける参加者数、活動時間、
内容、満足度    

・定性的評価 ・「参画」に関するスタッフ及び来園者
の認識度 
・運営審議会による評価 
 

・アンケートによる調査 
 

媒体効果 

・「地域の活性化等に
役立つ」 
 

・定量的評価 ・地域連携、学校利用プログラム数 
・広報紙掲載数、ＨＰアクセス数の推移 

・参加者数、活動時間、内
容、満足度 
・広報紙掲載数    等 

・定性的評価 ・「交流や連携」に関するスタッフ及び
来園者の認識度 
・運営審議会による評価 

・アンケートによる調査 
 
 

論点：今後、評価項目・手法を検証していく上で、日頃から収集しておくデータの確認 

協議－１ 

評価の視点：４つの基本理念の遂行 
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